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1. はじめに 

本書では、被ばく線量シミュレーションシステムのインストール手順について記載します。 

 

2. 動作環境 

被ばく線量シミュレーションシステムが前提とする動作環境を表 2-1に示します。 

表 2-1 動作環境 

OS Ubuntu 20.04LTS 

推奨メモリサイズ 16GB 

推奨ディスク容量 100GB以上 

 

3. 構成ファイル 

被ばく線量シミュレーションシステムに必要な構成ファイルを表 3-1に示します。 

表 3-1 構成ファイル 

ファイル名 ファイル内容 

SEED.zip 被ばく線量シミュレーションシステムインストールデータ 

SEED_db.dmp 被ばく線量シミュレーションシステム用のデータベース（Postgr

eSQL）のデータ 

 

4. 前提ソフトウェア 

被ばく線量シミュレーションシステムが動作する上での前提ソフトウェアを表 4-1に示します。 

表 4-1 前提ソフトウェア 

Web サーバ Apache2 2.4 

データベース PostgreSQL 13 

 GIS 拡張 PostGIS 3.1 

Pgrouting 2.6 

Python Python 3.8 
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5. セットアップ手順 

本章では、被ばく線量シミュレーションシステムのセットアップ手順を記載します。#で開始されるコ

マンドはrootユーザで行い、$で開始されるコマンドはその前にスイッチする手順を記載していますので、

スイッチしたユーザにて行ってください。また、＜＞内の項目は実際の項目へ読み替えてください。 

 

5.1  作業用ディレクトリの作成 

以下のコマンドを実行し、作業用ディレクトリを作成します。 

○作業用ディレクトリ作成 

# mkdir -pv ~/work/initial_setup/{key,db,module} 

# ls -ld ~/work/initial_setup/{key,db,module} 

→ディレクトリが作成されていることを確認する。 

 

5.2  資材の配置 

5.1で作成したディレクトリへ以下の通り資材を配置します。 

  ・SEED.zip ： /root/work/initial_setup/module配下 

・SEED_db.dmp ： /root/work/initial_setup/db配下 

 

5.3  ユーザの作成 

以下のコマンドを実行し、seedユーザを作成します。 

○seedユーザ作成 

# adduser -q --gecos "" --disabled-login seed 

 

○seedユーザ作成確認 

# id seed 

→seedユーザが作成されていることを確認する。 
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5.4  前提ソフトウェアのインストールおよびセットアップ 

本節の手順は、対象サーバがインターネットへ接続された状態で行ってください。 

 

5.4.1 Apache2のインストールおよびセットアップ 

5.4.1.1 Apache2のインストール 

以下のコマンドを実行し、Apache2のインストールを実施します。 

○パッケージ更新 

# apt update 

 

○Apache2インストール 

# apt install apache2 apache2-dev 

→「Do you want to continue? [Y/n]」が表示されたら「Y」を入力後にEnterを押下して継続する。 

 

○インストール確認 

# dpkg -l | grep apache2 

→結果が表示されることを確認する。 

 

5.4.1.2 Apache2のセットアップ 

以下のコマンドを実行し、Apache2のセットアップを実施します。 

○/etc/apache2/conf-available/security.confの設定 

# cp -av /etc/apache2/conf-available/security.conf{,.org} 

# vi /etc/apache2/conf-available/security.conf 

→以下の通り設定する。 

＜25行目付近＞ 

ServerTokens Prod  ←「OS」から変更 

＜35行目付近＞ 

ServerSignature Off   ←コメントアウトを外す 

#ServerSignature On  ←コメントアウト 

＜45行目付近＞ 

TraceEnable Off ←更新はしないが左記が設定されていることを確認 

＜63行目付近＞ 

Header set X-Content-Type-Options: "nosniff"  ←コメントアウトを外す 

＜70行目付近＞ 

Header set X-Frame-Options: "deny"  ←コメントアウトを外し「sameorigin」から変更 

＜末尾へ以下を追加＞ 

Header edit Set-Cookie ^(.*)$ $1;HttpOnly;Secure 

Header set X-XSS-Protection "1; mode=block" 
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Header unset "X-Powered-By" 

 

○/etc/apache2/conf-available/security.confの設定内容確認 

# diff /etc/apache2/conf-available/security.conf{,.org} 

→変更した箇所しか差分がないことを確認する。 

 

○/etc/apache2/apache2.confの設定 

# cp -av /etc/apache2/apache2.conf{,.org} 

# vi /etc/apache2/apache2.conf 

→以下の通り設定する。 

＜170行目付近＞ 

<Directory /var/www/> 

        Options FollowSymLinks  ←「Indexes」を削除 

        AllowOverride None 

        Require all granted 

</Directory> 

＜末尾へ以下を追加＞ 

AddHandler send-as-is asis 

ErrorDocument 403 /404.asis 

ErrorDocument 404 /404.asis 

FileEtag None 

RequestHeader unset If-Modified-Since 

Header set Cache-Control no-store 

 

○/etc/apache2/apache2.confの設定内容確認 

# diff /etc/apache2/apache2.conf{,.org} 

→変更した箇所しか差分がないことを確認する。 

 

○/etc/apache2/mods-available/ssl.confの設定 

# cp -av /etc/apache2/mods-available/ssl.conf{,.org} 

# vi /etc/apache2/mods-available/ssl.conf 

→以下の通り設定する。 

＜59行目付近＞ 

SSLCipherSuite "EECDH+ECDSA+AESGCM EECDH+aRSA+AESGCM EECDH+ECDSA+SH

A384 EECDH+ECDSA+SHA256 EECDH+aRSA+SHA384 EECDH+aRSA+SHA256 EECDH+a

RSA+RC4 EECDH EDH+aRSA RC4 !aNULL !eNULL !LOW !3DES !MD5 !EXP !PSK !SRP

 !DSS !RC4"  ←「HIGH:!aNULL」から変更 



被ばく線量シミュレーションシステム インストールマニュアル 

 

- 5 – 

All Rights Reserved. Copyright © 2022, Japan Atomic Energy Agency. 

＜68行目付近＞ 

SSLHonorCipherOrder on  ←コメントアウトを外す 

＜73行目付近＞ 

SSLProtocol all -SSLv3 -TLSv1 -TLSv1.1  ←「all -SSLv3」から変更 

 

○/etc/apache2/mods-available/ssl.confの設定内容確認 

# diff /etc/apache2/mods-available/ssl.conf{,.org} 

→変更した箇所しか差分がないことを確認する。 

 

○/etc/apache2/sites-available/000-default.confの設定 

# cp -av /etc/apache2/sites-available/000-default.conf{,.org} 

# vi /etc/apache2/sites-available/000-default.conf 

→以下の通り設定する。 

＜2行目付近＞ 

Redirect permanent / https://< FQDN名 >/  ←「<VirtualHost *:80>」の下に追加 

 

○/etc/apache2/sites-available/000-default.confの設定内容確認 

# diff /etc/apache2/sites-available/000-default.conf{,.org} 

→変更した箇所しか差分がないことを確認する。 

 

○/etc/apache2/sites-available/default-ssl.confの設定 

# cp -av /etc/apache2/sites-available/default-ssl.conf{,.org} 

# vi /etc/apache2/sites-available/default-ssl.conf 

→以下の通り設定する。 

＜130行目付近＞ 

Header always set Strict-Transport-Security "max-age=63072000; includeSubDomains; preloa

d"  ←「</VirtualHost>」の上に追加 

 

○/etc/apache2/sites-available/default-ssl.confの設定内容確認 

# diff /etc/apache2/sites-available/default-ssl.conf{,.org} 

→変更した箇所しか差分がないことを確認する。 

 

○403エラー防止のためのファイル作成 

# vi /var/www/html/404.asis 

→以下の通り設定する。※「-----」で囲まれた部分を設定 

----- 

Status: 404 not found 
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Content-type: text/html 

 

<!DOCTYPE HTML PUBLIC "-//IETF//DTD HTML 2.0//EN"> 

<html><head> 

<title>404 Not Found</title> 

</head><body> 

<h1>Not Found</h1> 

<p></p> 

----- 

 

○/var/www/html/index.htmlの削除 

# ls -l /var/www/html/index.html 

→対象ファイルが存在することを確認する。 

# mv -v /var/www/html/index.html ~/work/initial_setup/backup/ 

# ls -l ~/work/initial_setup/backup/index.html 

→対象ファイルが移動されていることを確認する。 

 

○設定内容の反映 

# a2enmod headers rewrite asis ssl 

→「Enabling module <モジュール名>」が表示されることを確認する。 

# a2ensite default-ssl 

→「Enabling site default-ssl.」が表示されることを確認する。 
 

 

5.4.1.3 Apache2の再起動、自動起動設定 

以下のコマンドを実行し、Apache2の再起動および自動起動設定を実施します。 

○Apache2の再起動 

# systemctl restart apache2 

# systemctl status apache2 

→apache2が起動していることを確認する。 

 

○Apache2の自動起動設定 

# systemctl is-enabled apache2 

→「enabled」が表示されることを確認する。「Disabled」が表示された場合、以下を実施する。 

  # systemctl enable apache2 

  # systemctl is-enabled apache2 

  →「enabled」が表示されることを確認する。 
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5.4.2 PostgreSQLのインストールおよびセットアップ 

5.4.2.1 PostgreSQL13のインストール準備 

以下のコマンドを実行し、PostgreSQLのインストール準備を実施します。 

○リポジトリ追加 

# sh -c 'echo "deb http://apt.postgresql.org/pub/repos/apt $(lsb_release -cs)-pgdg main" > /etc/

apt/sources.list.d/pgdg.list' 

 

# ls -l /etc/apt/sources.list.d/pgdg.list 

→0バイト以上のファイルが存在することを確認する。 

 

○PostgreSQLの認証キーの追加 

# wget https://www.postgresql.org/media/keys/ACCC4CF8.asc -P ~/work/initial_setup/key/ 

# ls -l ~/work/initial_setup/key/ACCC4CF8.asc 

→0バイト以上のファイルが存在することを確認する。 

# apt-key add ~/work/initial_setup/key/ACCC4CF8.asc 

→「OK」が表示されることを確認する。 

 

5.4.2.2 PostgreSQL13のインストール 

以下のコマンドを実行し、PostgreSQL13のインストールを実施します。 

○パッケージ更新 

# apt update 

 

○PostgreSQL13およびGISモジュールのインストール 

# apt install postgresql-13 postgresql-13-postgis-3 postgresql-13-pgrouting 

→「Do you want to continue? [Y/n]」が表示されたら「Y」を入力後にEnterを押下して継続する。 

 

○インストール確認 

# dpkg -l | grep postgresql-13 

→結果が表示されることを確認する。 

 

5.4.2.3 PostgreSQLのセットアップ 

以下のコマンドを実行し、PostgreSQL13のセットアップを実施します。 

○/etc/postgresql/13/main/pg_hba.confの設定 

# cp -av /etc/postgresql/13/main/pg_hba.conf{,.org} 

# vi /etc/postgresql/13/main/pg_hba.conf 

→以下の通り設定する。 

＜88行目付近＞ 
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# Database administrative login by Unix domain socket 

#local    all    postgres    peer  ←コメントアウト 

＜93行目付近＞# 

# "local" is for Unix domain socket connections only 

local    all    all                 password  ←「peer」から変更 

# IPv4 local connections: 

host    all    all    127.0.0.1/32  password  ←「md5」から変更 

# IPv6 local connections: 

#host    all    all    ::1/128    md5  ←コメントアウトする 

# Allow replication connections from localhost, by a user with the 

# replication privilege. 

#local   replication    all                   peer  ←コメントアウト 

host    replication    all    127.0.0.1/32    password  ←「md5」から変更 

#host    replication    all   ::1/128         md5  ←コメントアウト 

 

○/etc/postgresql/13/main/pg_hba.confの設定内容確認 

# diff /etc/postgresql/13/main/pg_hba.conf{,.org} 

→変更した箇所しか差分がないことを確認する。 

 

○/etc/postgresql/13/main/postgresql.confの設定 

# cp -av /etc/postgresql/13/main/postgresql.conf{,.org} 

# vi /etc/postgresql/13/main/postgresql.conf 

→以下の通り設定する。 

＜65行目付近＞ 

max_connections = 200  ←「100」から変更 

＜122行目付近＞ 

shared_buffers = 4GB  ←「128MB」から変更 

＜133行目付近＞ 

maintenance_work_mem = 1GB  ←コメントアウトを外し「64MB」から変更 

＜178行目付近＞ 

effective_io_concurrency = 200  ←コメントアウトを外し「1」から変更 

＜180行目付近＞ 

max_worker_processes = 4  ←コメントアウトを外し「8」から変更 

max_parallel_maintenance_workers = 2  ←コメントアウトを外す 

max_parallel_workers_per_gather = 2  ←コメントアウトを外す 

＜184行目付近＞ 

max_parallel_workers = 4  ←コメントアウトを外し「8」へ変更 
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＜217行目付近＞ 

wal_buffers = 16MB  ←コメントアウトを外し「-1」から変更 

＜229行目付近＞ 

max_wal_size = 4GB  ←「1GB」から「4GB」へ変更 

min_wal_size = 1GB  ←「80MB」から「1GB」へ変更 

checkpoint_completion_target = 0.9  ←コメントアウトを外し「0.5」から変更 

＜376行目付近＞ 

random_page_cost = 1.1  ←コメントアウトを外し「4.0」から変更 

＜394行目付近＞ 

effective_cache_size = 12GB  ←コメントアウトを外し「4GB」から変更 

＜408行目付近＞ 

default_statistics_target = 100  ←コメントアウトを外す 

＜432行目付近＞ 

logging_collector = on  ←コメントアウトを外し「off」から変更 

＜438行目付近＞ 

log_directory = 'log'  ←コメントアウトを外す 

＜440行目付近＞ 

log_filename = 'postgresql-%Y%m%d.log'  ←コメントアウトを外し「'postgresql-%Y-%m-%d_%H

%M%S.log'」から変更 

＜442行目付近＞ 

log_file_mode = 0600  ←コメントアウトを外す 

＜452行目付近＞ 

log_rotation_age = 1d  ←コメントアウトを外す 

＜498行目付近＞ 

log_min_duration_statement = 5000  ←コメントアウトを外し「-1」から変更 

＜530行目付近＞ 

log_line_prefix = '[%t]%u %d %p[%l]'  ←コメントアウトを外し「'%m [%p] %q%u@%d '」から

変更 

 

○/etc/postgresql/13/main/postgresql.confの設定内容確認 

# diff /etc/postgresql/13/main/postgresql.conf{,.org} 

→変更した箇所しか差分がないことを確認する。 

 

5.4.2.4 postgresqlユーザへのパスワード設定 

以下のコマンドを実行し、postgresqlユーザへのパスワード設定を実施します。 

○PostgreSQLへのログイン 

# su - postgres 
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$ psql 

→ログインに成功し、プロンプトが「postgres=#」へ変更されることを確認する。 

 

○postgresqlユーザのパスワード設定 

postgres=# ALTER USER "postgres" WITH PASSWORD '< パスワード >'; 

→「ALTER ROLE」が表示されることを確認する。 

postgres=# quit; 

$ exit  

 

5.4.2.5 PostgreSQLの再起動、自動起動設定 

以下のコマンドを実行し、PostgreSQLの再起動および自動起動設定を実施します。 

○PostgreSQLの再起動 

# systemctl restart postgresql 

# systemctl status postgresql 

→postgresqlが起動していることを確認する。 

 

○PostgreSQLの自動起動設定 

# systemctl is-enabled postgresql 

→「enabled」が表示されることを確認する。「Disabled」が表示された場合、以下を実施する。 

  # systemctl enable postgresql 

  # systemctl is-enabled postgresql 

  →「enabled」が表示されることを確認する。 

 

5.4.3 Pythonのインストール 

以下のコマンドを実行し、Python3のインストールを実施します。 

○パッケージ更新 

# apt update 

 

○Pythonインストール 

# apt install python3 python3-dev python3-venv 

→「Do you want to continue? [Y/n]」が表示されたら「Y」を入力後にEnterを押下して継続する。 

 

○インストール確認 

# dpkg -l | grep python3 

→結果が表示されることを確認する。 
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5.4.4 関連パッケージのインストール 

以下のコマンドを実行し、本システムに必要なパッケージのインストールを実施します。 

○パッケージ更新 

# apt update 

 

○関連パッケージのインストール 

# apt install gcc gdal-bin libgl1-mesa-dev libpq-dev unzip 

→「Do you want to continue? [Y/n]」が表示されたら「Y」を入力後にEnterを押下して継続する。 

 

○インストール確認 

# dpkg -l | grep "gcc¥|gdal-bin¥|libgl1-mesa-dev¥|libpq-dev¥|unzip" 

→結果が表示されることを確認する。 
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5.5  データベースの構築 

5.5.1 データベース環境構築 

以下のコマンドを実行し、本システム用のデータベース環境を構築します。 

○seed_usrの作成 

# su - postgres 

$ createuser seed_usr 

→postgresユーザのパスワードを入力し、エラーとならずに処理が終了することを確認する。 

$ psql 

postgres=# ¥du 

→「seed_usr」が存在していることを確認 

 

○seed_usrユーザのパスワード設定および権限付与 

postgres=# ALTER USER "seed_usr" WITH PASSWORD '< パスワード >';   

→「ALTER ROLE」が表示されることを確認する。 

postgres=# ALTER USER "seed_usr" WITH SUPERUSER; 

→「ALTER ROLE」が表示されることを確認する。 

postgres=# quit; 

$ exit 

 

○データベース作成 

# createdb -E UTF8 -O seed_usr -U seed_usr seed_db 

→seed_usrユーザのパスワードを入力し、エラーとならずに処理が終了することを確認する。 

 

○スキーマ作成、拡張GISの有効化、パスの設定 

# psql -U seed_usr -d seed_db 

→seed_usrユーザのパスワードを入力し、 

seed_db=# CREATE SCHEMA seed_schema; 

→「CREATE SCHEMA」が表示されることを確認する。 

seed_db=# CREATE EXTENSION IF NOT EXISTS "postgis" SCHEMA seed_schema; 

→「CREATE EXTENSION」が表示されることを確認する。 

seed_db=# CREATE EXTENSION IF NOT EXISTS "pgrouting" SCHEMA seed_schema; 

→「CREATE EXTENSION」が表示されることを確認する。 

seed_db=# ALTER USER seed_usr SET SEARCH_PATH TO seed_schema; 

→「ALTER ROLE」が表示されることを確認する。 

seed_db=# quit; 
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5.5.2 データのインポート 

以下のコマンドを実行し、本システム用のデータをインポートします。 

○データインポート 

# cd ~/work/initial_setup/db; ls -l SEED_db.dmp 

→ファイルが存在することを確認する。 

# pg_restore -U seed_usr -d seed_db SEED_db.dmp 

→エラーとならずに処理が終了することを確認する。 

# psql -U seed_usr -d seed_db 

seed_db=# select count(*) from doserate_data; 

→データ件数として「6005733」が表示されることを確認する。 
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5.6  被ばく線量シミュレーションシステムのインストール 

本節の手順は、対象サーバがインターネットへ接続された状態で行ってください。 

 

5.6.1.1 モジュールの配置 

以下のコマンドを実行し、本システムのモジュールを配置します。 

○SI資材配置用ディレクトリ作成 

# su - seed 

$ mkdir -pv ~/work/initial_setup/module 

$ ls -ld ~/work/initial_setup/module 

→ディレクトリが作成されていることを確認する。 

$ exit 

 

○モジュールのコピーおよびオーナー・グループの変更 

# ls -l ~/work/initial_setup/module/SEED.zip 

→ファイルが存在することを確認する。 

# cp -av ~/work/initial_setup/module/SEED.zip /home/seed/work/initial_setup/module/ 

# ls -l /home/seed/work/initial_setup/module/SEED.zip 

→ファイルがコピーされていることを確認する。 

# chown -v seed:seed /home/seed/work/initial_setup/module/SEED.zip 

# ls -l /home/seed/work/initial_setup/module/SEED.zip 

→オーナー・グループがseedへ変更されていることを確認する。 

 

○モジュールの配置 

# su - seed 

$ mkdir -v ~/htdocs 

$ chmod -v 755 ~/htdocs 

$ ls -ld ~/htdocs 

→ディレクトリが存在しパーミッションに755が設定されていることを確認する。 

$ ls -l ~/work/initial_setup/module/SEED.zip 

→ファイルが存在することを確認する。 

$ unzip ~/work/initial_setup/module/SEED.zip -d ~/htdocs/ 

$ ls -l ~/htdocs/ 

→ファイルが解凍されてモジュールが配置されていることを確認する。 

$ exit  
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5.6.1.2 仮想環境の作成、Pythonライブラリのインストール等の実施 

以下のコマンドを実行し、本システム用のPythonの仮想環境を作成し、Pythonライブラリのインストー

ル等を実施します。 

○仮想環境の作成 

# su - seed 

$ cd ~/htdocs 

$ python3 -m venv env 

→エラーとならずに処理が終了することを確認する。 

$ source env/bin/activate 

→プロンプトに「(env)」が付与されて表示されることを確認する。 

 

○Pythonライブラリのインストール 

$ pip install wheel mod_wsgi 

→末尾に「Successfully installed」が表示されることを確認する。 

$ pip install -r requirements.txt 

→末尾に「Successfully installed」が表示されることを確認する。 

 

○インストール確認 

# pip list 

→インストールしたライブラリが表示されることを確認する。 

 

○静的ファイルの集約コピー 

$ python manage.py collectstatic 

→「Type 'yes' to continue, or 'no' to cancel:」が表示されたら「yes」を入力してEnterを押下す

る。 

 

○Apache2とPython連携のためのパス情報取得 

$ mod_wsgi-express module-config 

→以下のような値が表示されることを確認 

LoadModule wsgi_module "/home/seed/htdocs/env/lib/python3.8/site-packages/mod_wsgi/server/

mod_wsgi-py38.cpython-38-x86_64-linux-gnu.so" 

WSGIPythonHome "/home/seed/htdocs/env" 

 

$ exit 
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5.6.1.3 Apache2とPythonの連携のための設定 

以下のコマンドを実行し、Apache2とPythonの連携のための設定を実施します。 

○Apache2とPython連携のためのファイル作成 

# vi /etc/apache2/sites-available/010-seed.conf 

→以下の通り設定する。※「-----」で囲まれた部分を設定 

----- 

LoadModule wsgi_module "/home/seed/htdocs/env/lib/python3.8/site-packages/mod_wsgi/server/

mod_wsgi-py38.cpython-38-x86_64-linux-gnu.so" 

 

WSGIPythonHome /home/seed/htdocs/env 

WSGIScriptAlias / /home/seed/htdocs/seed/wsgi.py 

WSGIPythonPath /home/seed/htdocs:/home/seed/htdocs/env/lib/python3.8/site-packages 

 

<Directory /home/seed/htdocs/seed> 

  <Files wsgi.py> 

    Require all granted 

  </Files> 

</Directory> 

 

Alias /static/ /home/seed/htdocs/static/ 

<Directory /home/seed/htdocs/static> 

  Require all granted 

</Directory> 

----- 

 

○Apache2とPython連携の有効化 

# a2ensite 010-seed.conf 

→「Enabling site 010-seed.」が表示されることを確認する。 

# systemctl restart apache2 

# systemctl status apache2 

→apache2が起動していることを確認する。 
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5.7  その他の設定 

5.7.1 データベース接続パスワードの設定 

本システムで利用するデータベース接続用ユーザ（seed_usr）のパスワードは、以下の通りに設定して

ください。 

○プロキシの設定 

# su - seed 

$ vi ~/htdocs/seed/settings.py 

→以下の赤字の部分の値を変更する。 

＜87行目付近＞ 

DATABASES = { 

    'default': { 

           'ENGINE': 'django.contrib.gis.db.backends.postgis', 

           'NAME': 'seed_db', 

           'USER': 'seed_usr', 

           'PASSWORD': '<パスワード>', 

           'HOST': '127.0.0.1', 

           'POST': '5432', 

           'OPTIONS': { 

            'options': '-c search_path=seed_schema' 

        }, 

    } 

} 

○システム再起動 

5.7.6の手順に従い、システムを再起動します。 

 

5.7.2 西暦の設定 

本システムで利用する西暦は、以下の通りに設定してください。 

○西暦の設定 

# su - seed 

$ vi ~/htdocs/seed/environ_settings.py 

→以下の値を設定する。 

＜1行目付近＞ 

# 西暦指定 

YEAR = 2021 

 

○システム再起動 

5.7.6の手順に従い、システムを再起動します。 
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5.7.3 GoogleマップAPIキーの設定 

GoogleマップAPIキーは、以下の通りに設定してください。 

○GoogleマップAPIキーの設定 

# su - seed 

$ vi ~/htdocs/seed/environ_settings.py 

→以下の値を設定する。 

＜13行目付近＞ 

# google map api key 

SECRET_KEY = '< GoogleマップAPIキー >' 

 

○システム再起動 

5.7.6の手順に従い、システムを再起動します。 

 

5.7.4 安全係数の変更 

安全係数を変更する場合は、以下の通りに設定してください。 

○安全係数の変更 

# su - seed 

$ vi ~/htdocs/seed/environ_settings.py 

→以下の値を変更する。 

＜15行目付近＞ 

# 安全係数 

SAFETY_FACTOR = 1.0 

 

○システム再起動 

5.7.6の手順に従い、システムを再起動します。 

 

5.7.5 プロキシの設定 

プロキシを使用する場合は、以下の通りに設定してください。使用しない場合はPROXIESを空の状態（

PROXIES = {}）に設定してください。 

○プロキシの設定 

# su - seed 

$ vi ~/htdocs/seed/environ_settings.py 

→以下の値を変更する。 

＜21行目付近＞ 

# プロキシのアドレスを指定 

PROXIES = { 

        'https' : 'http://< ID >:< パスワード >@< プロキシサーバ接続先 >:< ポート番号 >' 
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    } 

○システム再起動 

5.7.6の手順に従い、システムを再起動します。 

 

5.7.6 システムの起動・停止・再起動 

本システムはApache2のサービスを起動・停止することで、起動・停止できます。 

○Apache2の起動 

# systemctl status apache2 

→apache2が停止していることを確認する。 

# systemctl start apache2 

# systemctl status apache2 

→apache2が起動していることを確認する。 

 

○Apache2の停止 

# systemctl status apache2 

→apache2が起動していることを確認する。 

# systemctl stop apache2 

# systemctl status apache2 

→apache2が起動していることを確認する。 

 

○Apache2の再起動 

# systemctl status apache2 

→apache2が起動していることを確認する。 

# systemctl restart apache2 

# systemctl status apache2 

→apache2が起動していることを確認する。 

 

― 以上 ― 


